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去る８月29～ 30日に栃木県・芳賀青年の家にお
いて、サマーキャンプが実施されました。合宿を終え、
帰校した当日に当校の校長から合宿の感想を生徒
達に問いかけた際、「楽しかった」、「又、行きたい」
との声が一様に帰ってきました。その声を聴き私自身、
「参加してよかった。」という思いが心の中一杯に広
がりました。このような思いの中、合宿で特に印象に
残った３点を述べさせて頂きたいと思います。
第一点ですが、合宿における規律等についてです。
ブラジル人は、日本人社会における規律や時間の
制約等についてあまり知らないため、何か問題が生じ
ないかと危惧しておりました。しかし、宇都宮大学の
学生スタッフの方達の卓越した指導力と献身的な取り
組みにより、立派に合宿生活を全うする事が出来まし
た。ブラジル人児童生徒の順応性を改めて知らされ、
喜びと安堵の気持ちで一杯になりました。
二点目ですが、みんなで手捻りに挑戦した益子焼
です。
陶芸を学ぶことにより創造性や集中力さらには日本
の文化を実際に学ぶことが出来た。製作している生
徒達の目や姿勢に窺えたものは、物を作る喜びを「肌
で感じている」と言うことでした。
三点目ですが、宇都宮大学生徒との意見交換の
場です。
特に、ブラジル人児童生徒と同じ立場にあった宇
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都宮大学の在日外国人生徒の日本での生活に対す
る上で実際に経験した社会的苦労や困難話等を拝
聴した時に同じ思いが頭を過ったと思います。両親
に振り回され自分自身の立つ位置が見い出せていな
い子供達に大いに参考となったと思います。
以上３点を申し述べましたが、震災後に「絆」と
言う言葉がよく使われ、日本人の心が問われておりま
すが、在日ブラジル人も同様なことが言えます。日本
社会で生活していくための知識や経験を更に充実し
ていくために必要な「人との繋がりや心の育成」、今
回の合宿では、計り知れない学びの２日間であったと
確信しております。
グローバル化した日本社会における、在日外国人
児童生徒に対する社会的取り組みが如何に重要で
あるか痛感しております。私共も、社会秩序に子供
達をどのような手法で溶け込ませて行くべきか模索し
ながら教育活動に従事しております。そして、今回
の経験で児童生徒が日本で生活していく上での大き
な礎となったことは間違いなく、有意義な研修であっ
たと自負しております。
今後とも、外国人児童生徒支援のための本事業
の継続を尚一層希望いたします。
最後に、今回のプロジェクトの宇都宮大学関係者
一同様の今後益々のご発展と皆様方のご健康を祈
念致しまして筆を下ろさせて頂きます。
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